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61　 「運の平等主義」をめぐって（細見佳子）

は
じ
め
に

本
稿
は
、
近
年
英
米
の
平
等
論
の
展
開
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い

る
「
運
の
平
等
主
義
」（luck egalitarianism

）
と
呼
ば
れ
る
議
論
を
、

ス
テ
ュ
ワ
ー
ト
・
ホ
ワ
イ
ト
（Stuart W

hite

）
に
よ
る
検
討
を
紹
介
す

る
形
で
、
説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
ホ
ワ
イ
ト
の
著
書
『
平
等
』

（E
quality

）
は
、
出
版
社Polity

のK
ey C

oncepts

シ
リ
ー
ズ
の
う
ち

の
一
つ
で
あ
り
、
言
わ
ば
教
科
書
で
は
あ
る
が
、
平
等
と
い
う
テ
ー
マ

を
様
々
な
角
度
か
ら
検
討
し
、
幅
広
い
対
象
者
の
興
味
を
ひ
く
も
の
と

な
っ
て
い
る
（C

ham
bers 2008

：141

）。
ホ
ワ
イ
ト
は
、
そ
の
う
ち
の

一
章
を
さ
い
て
、
運
の
平
等
主
義
に
ま
つ
わ
る
議
論
を
整
理
し
て
い
る
。

こ
こ
で
、
運
の
平
等
主
義
を
簡
単
に
説
明
し
て
お
こ
う
。
運
の
平
等

「
運
の
平
等
主
義
」
を
め
ぐ
っ
て

―
ス
テ
ュ
ワ
ー
ト
・
ホ
ワ
イ
ト
に
よ
る
検
討
―細　

見　

佳　

子

は
じ
め
に

１
．
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
「
資
源
の
平
等
」

 

１
．
１
．
外
的
資
源
と
内
的
資
源

 

１
．
２
．
反－

福
利
の
平
等

２
．
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
対
す
る
批
判
―
コ
ー
エ
ン
と
セ
ン

 

２
．
１
．
コ
ー
エ
ン
に
よ
る
批
判

 

２
．
２
．
セ
ン
に
よ
る
批
判

 

２
．
３
．
資
源　

対　

潜
在
能
力

３
．
自
由
へ
の
脅
威

 

３
．
１
．
勤
労
所
得
の
再
分
配
に
対
す
る
批
判

 

３
．
２
．
平
等
主
義
者
に
よ
る
リ
バ
タ
リ
ア
ン
へ
の
反
論

４
．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
よ
る
運
の
平
等
主
義
批
判

 

４
．
１
．
運
の
平
等
主
義
的
世
界

 

４
．
２
．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
よ
る
批
判

 

４
．
３
．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
平
等
論

 

４
．
４
．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
対
す
る
応
答

お
わ
り
に

研
究
ノ
ー
ト
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主
義
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（E

lizabeth A
nderson

）
が

「
平
等
論
の
論
点
は
何
か
」（“W

hat Is the Point of E
quality? ”

）
と
い

う
論
文
に
お
い
て
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
ー
ヌ
ソ
ン
（R

ichard A
rneson

）、

Ｇ
・
Ａ
・
コ
ー
エ
ン
（G

erald A
. C

ohen

）、
ロ
ナ
ル
ド
・
ド
ゥ
オ
ー
キ

ン
（R

onald D
w

orkin

）、
ト
マ
ス
・
ネ
ー
ゲ
ル
（T

hom
as N

agel

）、

ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
マ
ー
（John R

oem
er

）、
エ
リ
ク
・
ラ
コ
ウ
ス
キ
ー

（E
ric R

akow
ski

）、
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ン
・
パ
リ
ー
ス
（P

hilippe 

Van Parijs

）
の
よ
う
な
重
要
な
平
等
主
義
者
に
よ
る
理
論
的
ア
プ
ロ
ー

チ
を
特
徴
づ
け
る
た
め
に
導
入
し
た
用
語
で
あ
る
（M

uñoz 2008

：

493；

細
見 

二
〇
一
一
）。
こ
の
運
の
平
等
主
義
と
い
う
理
念
に
よ
る
と
、

人
々
が
制
御
し
え
な
い
「
自
然
的
運
」（brute luck

）
を
反
映
す
る
不

平
等
は
不
正
で
あ
り
、
共
同
体
は
そ
の
よ
う
な
不
平
等
を
匡
し
、
防
止

す
る
よ
う
に
行
動
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
れ
く
ら
い
勤
勉
に
働

く
か
、
あ
る
い
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
を
す
る
か
の
選
択
の
よ
う
な
、
人
々
が

違
う
選
択
を
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
選
択
的
運
」（option luck
）
に

よ
っ
て
生
じ
る
不
平
等
は
正
当
で
あ
り
、
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

（W
hite 2007

：78 -9

）。

本
稿
は
、
ホ
ワ
イ
ト
の
叙
述
に
沿
っ
て
、
運
の
平
等
主
義
の
中
心
人

物
で
あ
る
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
資
源
の
平
等
論（
１
）、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の

「
資
源
」
に
対
す
る
批
判（
２
）、
自
由
尊
重
主
義
か
ら
見
た
運
の
平
等

主
義
批
判
―
「
右
派
」
か
ら
の
異
議
―
（
３
）、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に

よ
る
運
の
平
等
主
義
批
判
―
「
左
派
」
か
ら
の
異
議
―
（
４
）
の

順
序
で
進
行
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
基
本
的
に
、
ホ
ワ
イ
ト
に
よ
る
他

の
論
者
の
引
用
に
も
忠
実
な
形
と
な
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。

＊ 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ジ
ー
ザ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http:// w
w

w
.politics.ox.ac.uk/ index.php/ profile/ stuart-

w
hite.htm

l

）
に
よ
る
と
、
ホ
ワ
イ
ト
は
、
政
治
思
想
、
公
共
政
策
、

政
治
思
想
史
の
研
究
者
で
あ
り
、
平
等
に
関
す
る
著
作
の
他
に
は
、

シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
、
ニ
ュ
ー
・
レ
イ
バ
ー
、
シ
ヴ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ニ

マ
ム
に
つ
い
て
の
著
作
が
あ
る
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
政
治

学
の
修
士
号
（M

P
hil

）
を
取
得
し
た
後
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
で

政
治
学
の
博
士
号
を
取
得
し
た
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
準
教
授
を
経
て
、
二
〇
〇

〇
年
か
ら
ジ
ー
ザ
ス
・
カ
レ
ッ
ジ
の
フ
ェ
ロ
ー
、
テ
ュ
ー
タ
ー
（
政
治

学
）
と
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー
を
務
め
て
い
る
。

１
．
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
「
資
源
の
平
等
」

ホ
ワ
イ
ト
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
著
書
『
平
等
と
は
何
か
』（Sovereign 
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Virtue

）
で
展
開
す
る
「
資
源
の
平
等
」（equality of resources

）
を
、

以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
ホ
ワ
イ
ト
に
よ
る
と
、
資
源
の
平
等

は
、
二
つ
の
考
え
方
に
基
づ
く
（ibid

： 79

）。
そ
れ
ら
は
、
各
人
が
自

身
の
人
生
で
の
成
功
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
考
え
方
と
、
政
治
共
同
体

が
そ
の
成
員
を
平
等
な
配
慮
と
尊
重
を
持
っ
て
処
遇
す
る
こ
と
を
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
（D

w
orkin 2000

：5 -7

＝
一

四－

五
）。
こ
の
二
つ
の
考
え
方
を
合
わ
せ
て
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
、
公

正
な
経
済
的
分
配
は
、「
企
図
に
敏
感
」（am

bition-sensitive

）
と
「
才

能
に
非
敏
感
」（endow

m
ent-insensitive

）
と
い
う
要
請
を
同
時
に
満

た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
（ibid
：89

＝
一
二
六
）
の
だ

と
、
ホ
ワ
イ
ト
は
言
う
の
で
あ
る
。
企
図
に
敏
感
で
あ
る
こ
と
は
、
人
々

が
選
択
す
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
生
じ
る
結
果
を
尊
重
す
る
こ

と
を
要
求
し
、
才
能
に
非
敏
感
で
あ
る
こ
と
は
、
何
ら
落
ち
度
が
無
い

個
人
は
、
他
者
と
同
等
の
資
源
を
確
実
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
要
求
す

る
（W

hite 2007

： 80

）。
た
だ
し
、
結
果
の
平
等
は
支
持
し
な
い
。「
自

分
た
ち
が
労
働
で
き
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
遊
ん
で
暮
ら
す
こ
と
を
選
択

す
る
人
々
が
勤
勉
な
人
々
の
生
産
物
に
よ
っ
て
償
い
を
受
け
る
よ
う
な

世
界
は
全
く
も
っ
て
擁
護
不
可
能
で
あ
る
」（D

w
orkin 2000

：2

＝
八
）。

こ
の
よ
う
な
考
え
方
か
ら
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
自
然
的
運
と
選
択
的

運
の
区
別
を
導
入
す
る
。
例
え
ば
、
流
星
が
道
を
歩
い
て
い
る
人
に
衝

突
す
る
な
ら
、
こ
れ
は
個
人
の
制
御
を
超
え
て
お
り
、
自
然
的
不
運
で

あ
る
。
対
照
的
に
、
老
後
の
貯
え
を
競
馬
に
賭
け
て
、
賭
け
た
馬
が
負

け
る
な
ら
、
こ
れ
は
個
人
が
リ
ス
ク
を
と
る
こ
と
を
選
択
し
た
問
題
で

あ
る
か
ら
、
選
択
的
不
運
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
才
能
に
非
敏
感
と
い

う
要
請
は
、
自
然
的
不
運
の
た
め
に
、
人
々
が
資
源
の
面
で
不
利
と
な

ら
な
い
よ
う
保
護
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
企
図
に
敏
感
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
選
択
的
運
か
ら
生
じ
る
不
平
等
を
尊
重
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

ホ
ワ
イ
ト
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
議
論
を
、「
外
的
資
源
」（external 

resources

）
と
「
内
的
資
源
」（internal resources

）、
反－

福
利
の

平
等
と
い
う
流
れ
で
整
理
し
て
い
る
（W

hite 2007

： 81 -4

）。
引
き
続

き
、
ホ
ワ
イ
ト
の
説
明
に
沿
っ
て
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
平
等
論
を
見
て

み
よ
う
。

	

１
．
１
．
外
的
資
源
と
内
的
資
源

外
的
資
源
と
内
的
資
源
は
、
ホ
ワ
イ
ト
独
自
の
概
念
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
説
明
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

無
人
島
に
難
破
し
た
一
集
団
の
人
々
。
島
に
は
、
木
々
や
小
川
、
土

地
と
い
う
外
的
資
源
が
あ
る
。
こ
の
外
的
資
源
を
平
等
に
分
配
す
る
た

め
に
、
人
々
は
競
売
を
行
う
。
人
々
は
平
等
な
分
け
前
の
貝
殻
を
通
貨

と
し
て
使
用
し
、
資
源
に
値
を
つ
け
て
い
く
。
平
等
な
競
売
力
を
も
つ
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人
々
が
、
購
入
し
た
資
源
に
満
足
し
、
す
べ
て
の
資
源
が
売
却
さ
れ
た

と
き
、
競
売
が
終
了
す
る
。
こ
う
し
て
、
人
々
は
、
一
定
の
ま
と
ま
っ

た
資
源
に
権
限
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
ホ
ワ
イ
ト
に
よ
る
と
、
各
人
は

同
じ
配
分
の
貝
殻
で
資
源
を
購
入
す
る
の
で
、
才
能
に
非
敏
感
で
あ
り
、

資
源
は
人
々
の
選
択
を
反
映
す
る
か
ら
、
企
図
に
敏
感
で
あ
る
と
い
え

る
（ibid

： 81

）。

で
は
、
内
的
資
源
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
生
産
能
力
に
関
わ
る
健

康
と
才
能
。
そ
れ
ら
が
内
的
資
源
で
あ
る
（ibid

： 81 -2

）。
こ
の
内
的

資
源
は
、
不
平
等
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
「
仮
想
的
保
険
市
場
」（hypothetical insurance

）

を
導
入
す
る
。
例
え
ば
、
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
障
が
い
や
、
低
い
稼

ぎ
し
か
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
能
力
と
い
う
よ
う
な
生
得
的
資
質
で
生

ま
れ
る
こ
と
に
対
し
て
保
険
契
約
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
こ
れ
は
仮
想
で
あ
り
、
現
実
に
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ

れ
で
も
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
の
平
均
的
な
メ
ン
バ
ー

が
購
入
す
る
保
険
が
ど
れ
く
ら
い
か
を
査
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の

平
均
を
公
共
政
策
の
ガ
イ
ド
と
し
て
、
政
府
は
保
険
料
負
担
と
保
険
給
付

と
を
釣
り
合
わ
せ
る
よ
う
に
所
得
移
転
の
政
策
を
実
施
で
き
る
と
す
る
。

	

１
．
２
．
反－

福
利
の
平
等

こ
こ
で
も
ホ
ワ
イ
ト
の
整
理
を
追
っ
て
み
よ
う
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は

「
福
利
の
平
等
」（equality of w

elfare

）
の
代
替
案
と
し
て
資
源
の
平

等
を
提
示
す
る
（ibid

： 82

）。
福
利
の
平
等
の
持
つ
魅
力
を
ド
ゥ
オ
ー

キ
ン
も
認
め
る
。
そ
れ
は
、「
人
々
に
と
っ
て
真
に
大
切
な
の
は
金
や
財

で
は
な
く
、
こ
れ
ら
と
は
区
別
さ
れ
る
福
利
そ
れ
自
体
で
あ
る
」
と
い

う
「
考
え
方
の
中
に
存
す
る
」（D

w
orkin 2000

： 31

＝
四
五
）。
福
利

の
平
等
論
者
は
、
福
利
を
目
標
達
成
の
よ
う
な
成
功
と
見
る
か
、
享
楽

の
量
と
見
る
か
の
何
れ
に
せ
よ
、
政
府
は
人
々
の
福
利
を
平
等
に
す
る

よ
う
に
資
源
を
分
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
ド
ゥ
オ
ー

キ
ン
は
こ
の
福
利
の
平
等
に
は
多
く
の
問
題
が
あ
る
と
考
え
る
。

ま
ず
は
、「
高
価
な
嗜
好
」（the expensive tastes

）
の
問
題
で
あ

る
（W

hite 2007

： 83

）。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
例
で
は
、
福
利
の
平
等
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
手
に
入
り
に
く
い
高
価
な
酒
で
し
か
満
足
を
得

ら
れ
な
い
者
の
よ
う
に
、
満
足
す
る
の
に
高
く
つ
く
嗜
好
を
持
つ
者
に
、

他
よ
り
も
多
く
の
資
源
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
一
方

で
、
重
度
の
障
が
い
を
も
つ
が
、
禁
欲
で
あ
り
、
自
ら
の
才
能
を
十
分

に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
他
者
と
同
等
の
福
利
を
持
つ
「
満
足

し
た
禁
欲
な
重
度
障
が
い
者
」
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
は
、

福
利
は
低
く
な
く
て
も
、
何
ら
か
の
援
助
を
受
け
る
べ
き
と
考
え
る
の
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で
は
な
い
か
と
問
題
提
起
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
大
き
な
問
題
と
し
て
、
人
々
が
送
る
生
活
に
と
っ
て
の
福
利

の
重
要
度
は
、
人
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
例
え

ば
、
Ａ
と
Ｂ
の
二
つ
の
生
活
か
ら
一
つ
を
選
択
す
る
よ
う
迫
ら
れ
た
と

す
る
。
Ａ
の
生
活
は
、
偉
大
な
知
的
発
見
を
し
た
が
、
本
人
自
身
は
達

成
し
た
い
目
標
に
は
及
ば
ず
、
ま
だ
努
力
が
足
り
な
い
と
思
っ
て
お
り
、

ひ
ど
く
不
幸
で
あ
る
。
一
方
、
Ｂ
の
生
活
は
、
本
人
が
目
標
を
低
め
に

設
定
し
て
お
り
、
比
較
的
幸
福
で
あ
る
が
、
何
ら
偉
大
な
発
見
を
し
て

い
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
偉
大
な
発
見
と
幸
福
な
生
活
と
の
ど
ち
ら
を
選

択
す
る
か
は
、
福
利
の
捉
え
方
に
よ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
か
ら
、
福
利
を
基
準
と
し
て
、
分
配
等
の
政
策
を

形
成
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
資
源
の
平
等
の
方
が
優
位
に
あ
る
と

い
う
の
が
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
主
張
で
あ
る
（ibid

： 84

）。

２
．
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
対
す
る
批
判
―
コ
ー
エ
ン
と
セ
ン

ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
理
論
は
、
多
く
の
応
答
と
批
判
を
喚
起
し
た

（ibid

： 84

）。
ホ
ワ
イ
ト
ら
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
よ
る
生
産
能
力
に
つ

い
て
の
扱
い
に
問
題
が
あ
る
と
す
る
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
理
論
を
お
し

通
す
な
ら
、
自
然
的
運
に
よ
り
乏
し
い
生
産
能
力
し
か
得
ら
れ
な
か
っ

た
者
へ
の
補
償
は
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
度
外
視
す
れ
ば
、
人
々
の
稼

働
能
力
を
平
等
に
す
る
程
度
の
補
償
と
な
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
以
下

は
不
正
だ
と
批
判
す
る
。

続
け
て
、
ホ
ワ
イ
ト
は
、
Ｇ
・
Ａ
・
コ
ー
エ
ン
と
ア
マ
ル
テ
ィ
ア
・

セ
ン
（A

m
artya Sen

）
に
よ
る
批
判
―
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
、
不
利

な
状
態
を
査
定
す
る
際
に
、
専
ら
「
資
源
」
に
集
中
す
べ
き
だ
と
強
調

す
る
こ
と
へ
の
批
判
―
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
、
ホ
ワ
イ
ト

の
整
理
を
追
う
こ
と
に
し
よ
う
。

	

２
．
１
．
コ
ー
エ
ン
に
よ
る
批
判

ま
ず
、
コ
ー
エ
ン
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
が
あ
ま
り
に
も
福
利
へ
の
関

心
を
閉
ざ
し
す
ぎ
て
い
る
と
批
判
す
る
（ibid

： 84 -6

）。
コ
ー
エ
ン
は
、

腕
を
十
分
に
動
か
す
こ
と
は
で
き
る
が
、
動
か
し
た
後
に
強
い
痛
み
を

被
る
「
不
遇
な
人
」
と
い
う
架
空
の
例
を
あ
げ
る
。
そ
の
人
に
対
し
て
、

痛
み
を
抑
え
る
た
め
に
提
供
で
き
る
高
価
な
薬
は
あ
る
。
コ
ー
エ
ン
は
、

そ
の
人
が
そ
の
薬
を
要
求
す
る
権
利
を
も
つ
と
い
う
こ
と
を
、
い
か
な

る
平
等
主
義
者
も
理
解
す
る
だ
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
際
、
こ
の
寛
大
な

理
解
を
動
機
づ
け
る
の
は
、
そ
の
人
の
福
利
へ
の
ア
ク
セ
ス
と
い
う
関

心
以
外
に
な
い
と
、
彼
は
言
う
。
確
か
に
、
問
題
を
あ
る
種
の
資
源
の
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不
足
と
し
て
み
な
し
、
彼
は
「（
腕
を
動
か
し
た
後
の
）
痛
み
を
避
け
る

こ
と
が
で
き
る
資
源
」
を
欠
い
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
こ
れ
を
言
う
と
き
に
我
々
は
、「
た
と
え
、
そ
れ
を
描
写
す
る
た
め

に
資
源
主
義
者
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
平
等
な
福
利
の
機

会
と
い
う
考
え
方
に
訴
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
」（C

ohen 1989

： 919

）。

そ
れ
ゆ
え
コ
ー
エ
ン
は
、
と
き
に
は
福
利
の
不
利
（w

elfare 

dis advantage

）
こ
そ
が
重
要
と
な
る
と
主
張
す
る
（W

hite 2007

： 

85 -6

）。
し
か
し
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
高
価
な
嗜
好
が
問
題
に
な
る
。

コ
ー
エ
ン
も
、
高
価
な
嗜
好
を
培
う
者
は
、
追
加
の
資
源
を
与
え
ら
れ

る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
同
意
す
る
。
し
か
し
、
コ
ー
エ
ン
は
、

高
価
な
嗜
好
を
選
択
し
て

4

4

4

4

培
っ
て
い
る
場
合
に
限
る
の
だ
と
言
う
。
つ

ま
り
、
高
価
な
嗜
好
を
遺
伝
と
し
て
生
得
的
に
持
っ
た
り
、
意
図
せ
ず

社
会
的
に
身
に
つ
け
た
り
す
る
場
合
は
、
自
然
的
不
運
に
あ
た
り
、
補

償
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
言
う
の
で
あ
る
。
コ
ー
エ
ン
に
よ
る
と
、
ド
ゥ

オ
ー
キ
ン
は
、
個
人
の
嗜
好
も
、
自
然
的
不
運
に
よ
る
不
利
と
な
り
う

る
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
。

	

２
．
２
．
セ
ン
に
よ
る
批
判

次
に
セ
ン
に
よ
る
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
批
判
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
ホ
ワ

イ
ト
に
よ
る
整
理
（ibid

：86 -7

）
を
参
照
し
て
い
こ
う
。

ま
ず
、
ホ
ワ
イ
ト
は
、
セ
ン
の
潜
在
能
力
ア
プ
ロ
ー
チ
（capabilities 

approach

）
を
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
セ
ン
は
、
個
人
の
福
祉
（w

ell-

being

）
を
、
そ
の
人
の
生
活
の
質
、「
生
活
の
良
さ
」（w

ell-ness

）
と

し
て
見
て
お
り
、
生
活
を
、
相
互
に
関
連
し
た
「
機
能
」（functionings

）

―
あ
る
状
態
に
な
っ
た
り
、
何
か
を
す
る
こ
と
―
の
集
合
か
ら

な
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
お
り
、「
重
要
な
機
能
は
、『
適
切
な
栄
養
を

得
て
い
る
か
』『
健
康
状
態
に
あ
る
か
』『
避
け
ら
れ
る
病
気
に
か
か
っ

て
い
な
い
か
』『
早
死
に
し
て
い
な
い
か
』
な
ど
と
い
っ
た
基
本
的
な
も

の
か
ら
、『
幸
福
で
あ
る
か
』『
自
尊
心
を
持
っ
て
い
る
か
』『
社
会
生
活

に
参
加
し
て
い
る
か
』
な
ど
と
い
っ
た
複
雑
な
も
の
ま
で
多
岐
に
わ
た

る
」（Sen1992

：39

＝
五
九
）
と
す
る
。
ま
た
、 

あ
る
者
の
潜
在
能
力

は
、
そ
の
者
が
機
能
を
達
成
す
る
力
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
、「『
様
々
な

タ
イ
プ
の
生
活
を
送
る
』
と
い
う
個
人
の
自
由
を
反
映
し
た
機
能
の
ベ

ク
ト
ル
の
集
合
」（ibid 

：40

＝
六
〇
）
で
あ
る
。
こ
の
セ
ン
の
潜
在
能

力
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
す
る
と
、
重
要
な
機
能
を
達
成
す
る
た
め
の
、
能

力
や
有
効
な
自
由
に
お
い
て
平
等
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。

こ
の
潜
在
能
力
の
観
点
か
ら
、
セ
ン
は
、
福
利
主
義
（w

elfarism

）

を
批
判
す
る
。
貧
し
い
者
は
、
少
な
い
も
の
で
も
、
幸
福
で
、
満
足
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
自
己
を
律
す
る
。
し
か
し
、
豊
か
な
者
は
、

少
な
い
も
の
で
は
、
幸
福
や
満
足
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
状
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況
で
、
福
利
を
平
等
に
す
る
な
ら
、
所
得
と
富
の
不
平
等
は
維
持
さ
れ

て
し
ま
う
。
し
か
し
、
資
源
の
平
等
も
受
容
で
き
な
い
。
セ
ン
に
よ
る

と
、
資
源
の
平
等
は
、
市
民
の
持
つ
「
基
本
財
」（prim

ary goods

）、

特
に
所
得
と
富
の
分
配
に
焦
点
を
あ
わ
せ
る
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
（John 

R
aw

ls

）
理
論
の
例
証
で
あ
る
。
セ
ン
に
よ
る
ロ
ー
ル
ズ
批
判
、
そ
し

て
、
そ
の
延
長
と
し
て
の
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
批
判
は
、
所
得
と
富
の
平
等
、

そ
し
て
資
源
の
平
等
で
は
、
健
康
状
態
や
身
体
的
機
能
の
た
め
に
、
潜

在
能
力
の
平
等
は
達
成
し
え
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。「
た
と
え
基
本

財
や
資
源
の
保
有
が
平
等
で
あ
っ
て
も
、
人
々
が
享
受
し
て
い
る
実
際

の
自
由
は
深
刻
な
不
平
等
を
伴
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」（ibid

：81

＝
一
二
五
）。

２
．
３　

資
源　

対　

潜
在
能
力

ホ
ワ
イ
ト
は
、
セ
ン
と
コ
ー
エ
ン
の
批
判
は
共
通
点
が
多
い
と
言
う

（W
hite 2007

：87

）。
セ
ン
も
コ
ー
エ
ン
も
、
平
等
の
多
元
的
ア
ク
セ

4

4

4

4

4

4

ス
理
論

4

4

4

（pluralistic access theory

）
と
で
も
呼
び
う
る
理
論
に
同
意
す

る
。
そ
れ
は
、
二
人
の
人
が
い
か
に
平
等
か
を
検
討
す
る
と
き
、
福
利

を
含
む
が
、
福
利
だ
け
に
矮
小
化
さ
れ
な
い
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
利
点

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
、
焦
点
を
あ
て
る
べ
き
だ
と
い
う
理
論
で
あ
る
。

ホ
ワ
イ
ト
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
資
源
の
平
等
と
、
セ
ン
や
コ
ー
エ

ン
が
主
張
す
る
平
等
と
の
対
立
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
。
ホ
ワ

イ
ト
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
好
意
的
な
立
場
を
と
り
、
以
下
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
に
と
っ
て
、
福
利
の
平
等
が
も
つ
難
点

は
、
普
遍
的
な
平
等
概
念
た
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
何
が
価
値
あ
る

生
活
か
に
つ
い
て
は
、
一
様
に
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

潜
在
能
力
は
、
一
定
の
機
能
を
達
成
す
る
能
力
で
あ
る
が
、
ど
の
機
能

が
重
要
な
の
か
も
、
一
様
に
判
断
し
う
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

コ
ー
エ
ン
の
「
筋
肉
痛
に
高
価
な
薬
が
必
要
な
不
遇
な
人
」
の
例
に

対
し
て
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
大
方
の
人
間
が
認

め
る
だ
ろ
う
が
、
ま
と
も
な
生
活
と
は
、
他
の
点
で
そ
れ
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
れ
、
長
引
く
重
い
肉
体
的
精
神
的
な
痛
み
や
不
快
感
の
な

い
生
活
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
高
価
な
薬
や
衣
服
を
手
に
入
れ
な
い

限
り
、
痛
み
や
憂
鬱
感
や
不
快
感
を
必
ず
引
き
起
し
て
し
ま
う
よ
う
な

肉
体
的
精
神
的
な
悪
状
況
は
明
ら
か
に
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
で
あ
る
。

…
…
痛
み
を
生
む
こ
う
し
た
悪
状
況
は
個
人
的
資
源
の
不
足
に
関
す
る

典
型
事
例
で
あ
り
、…
…
資
源
の
平
等
は
原
則
的
に
補
償
を
行
う
。
…
…

薬
を
購
入
可
能
に
す
る
た
め
の
基
金
を
仮
想
的
保
険
機
構
は
ま
ず
間
違
い

な
く
提
供
す
る
だ
ろ
う
」（D

w
orkin 2000:  297

＝
三
九
九－

四
〇
〇
）。
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ホ
ワ
イ
ト
は
、
セ
ン
が
想
定
す
る
潜
在
能
力
の
欠
如
に
対
し
て
も
、

仮
想
的
保
険
市
場
が
解
決
す
る
だ
ろ
う
と
言
う
（W

hite 2007

： 88

）。

そ
し
て
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
平
等
論
は
、
実
際
上
、
コ
ー
エ
ン
と
セ
ン

同
様
に
、
多
元
的
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
潜
在
能
力
の
欠
如
を
も
カ
バ
ー

し
う
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
理
論
は
、
保
険
市
場
に

よ
っ
て
一
様
に
は
決
ま
り
難
い
、
普
遍
的
に
重
要
な
基
本
的
潜
在
能
力

を
識
別
す
る
こ
と
を
試
み
る
、
有
益
な
思
考
実
験
た
り
う
る
と
評
価
す

る
（ibid

： 89

）。

３
．
自
由
へ
の
脅
威

	

３
．
１
．
勤
労
所
得
の
再
分
配
に
対
す
る
批
判

平
等
を
主
張
す
る
理
論
は
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
自
由
の
信

奉
者
か
ら
批
判
を
受
け
る
。
ホ
ワ
イ
ト
に
よ
る
と
、
運
の
平
等
主
義
は
、

勤
労
所
得
の
再
分
配
へ
強
く
関
与
（com

m
itm

ent

）
し
て
い
る
点
で
、

自
由
へ
の
脅
威
と
い
う
批
判
に
直
面
す
る
と
言
う
（ibid

： 89

）。
た
だ

し
、
ホ
ワ
イ
ト
は
、
再
分
配
課
税
が
必
ず
し
も
自
由
を
「
減
ら
す
」
わ

け
で
は
な
い
と
言
う
（ibid

： 89 -90

）。
市
場
社
会
で
は
、
自
由
す
な
わ

ち
遂
行
を
許
さ
れ
る
行
動
の
幅
は
、
所
得
や
富
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
金

銭
が
無
け
れ
ば
、
移
動
や
食
事
、
さ
ら
に
は
休
養
の
た
め
の
材
料
を
得

る
こ
と
が
で
き
ず
、
材
料
の
多
寡
に
よ
っ
て
行
動
の
幅
が
決
ま
る
。
よ
っ

て
、
政
府
の
介
入
に
よ
っ
て
所
得
と
富
の
移
転
が
行
わ
れ
る
と
、
当
然
、

裕
福
な
者
の
行
動
の
範
囲
は
減
少
す
る
が
、
貧
し
い
者
の
範
囲
は
広
が

る
。
こ
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
再
分
配
は
、
平
等
の
た
め
に
自
由
を
犠

牲
に
す
る
問
題
で
は
な
く
て
、
よ
り
平
等
な
自
由

4

4

4

4

4

4

4

を
形
成
す
る
政
府
の

行
為
の
問
題
で
あ
る
と
、
ホ
ワ
イ
ト
は
述
べ
る
。

そ
れ
で
も
、
個
人
の
自
由
か
ら
み
て
、
勤
労
所
得
へ
の
課
税
は
問
題

で
あ
る
と
、
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
の
哲
学
者
は
主
張
す
る
だ
ろ
う
と
し

て
、
ホ
ワ
イ
ト
は
リ
バ
タ
リ
ア
ン
に
よ
る
異
議
を
検
討
す
る
（ibid

： 

90 -92

）。
ま
ず
、
ま
っ
た
く
自
由
を
欠
い
て
い
る
状
態
に
あ
る
個
人
、

す
な
わ
ち
奴
隷
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
奴
隷
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

他
者
の
所
有
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
個
人
が
、
他
者
の
身
体

と
能
力
に
絶
対
的
な
所
有
権
を
持
ち
、
望
む
こ
と
を
何
で
も
す
る
よ
う

に
命
令
す
る
法
的
権
利
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

自
由
の
本
質
は
、
ま
さ
に
奴
隷
と
反
対
の
状
態
、
す
な
わ
ち
、
身
体
と

能
力
に
お
け
る
完
全
な
所
有
権
を
持
つ
自
己
所
有
の

4

4

4

4

4

状
態
に
あ
る
。
一

見
し
た
と
こ
ろ
、
自
己
所
有
は
た
し
か
に
魅
力
的
な
考
え
方
の
よ
う
に

み
え
る
。「
私
の
身
体
は
私
の
所
有
物
で
あ
る
」
は
、
自
分
で
自
分
の
生

活
を
制
御
し
た
い
人
に
対
し
て
投
げ
か
け
る
強
い
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
。
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次
に
、
稼
ぎ
の
よ
い
有
能
な
労
働
者
の
勤
労
所
得
に
課
税
し
て
、
あ

ま
り
稼
げ
な
い
労
働
者
へ
補
助
金
を
支
給
す
る
、
課
税－

所
得
移
転
の

仕
組
み
を
検
討
す
る
。
あ
る
有
能
な
労
働
者
が
、
社
会
平
均
の
二
倍
に

等
し
い
賃
金
を
稼
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
想
定
す
る
。
政
府
は
、
そ
の
労

働
者
が
稼
ぐ
金
銭
す
べ
て
に
五
〇
％
の
割
合
で
課
税
し
、
そ
の
金
銭
を

社
会
の
平
均
以
下
の
稼
働
能
力
し
か
な
い
人
へ
の
援
助
を
賄
う
た
め
に

使
う
。
結
果
と
し
て
、
有
能
な
労
働
者
が
働
く
と
、
選
択
の
余
地
な
く
、

部
分
的
に
は
、
他
者
の
利
益
の
た
め
に
働
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う

な
契
約
は
し
て
い
な
い
し
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い

な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
ゆ
え
に
、
リ
バ
タ
リ
ア
ン
の
哲
学
者
で
あ
る
ロ
バ
ー

ト
・
ノ
ー
ジ
ッ
ク
（R

obert N
ozick

）
は
、「
勤
労
収
入
へ
の
課
税
は
、

強
制
労
働
と
変
わ
り
が
な
い
」（N
ozick 1974

：169
＝
二
八
四
）
と
批

判
す
る
。
才
能
の
あ
る
労
働
者
は
、
事
実
上
、
比
較
的
低
い
才
能
し
か

な
い
労
働
者
に
よ
っ
て
、
部
分
的
に
所
有
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
リ

バ
タ
リ
ア
ン
は
、
こ
の
私
的
所
有
の
否
定
が
、
有
能
な
労
働
者
の
立
場
を

ほ
と
ん
ど
奴
隷
の
立
場
に
近
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
主
張
す
る
。

	

３
．
２
．
平
等
主
義
者
に
よ
る
リ
バ
タ
リ
ア
ン
へ
の
反
論

リ
バ
タ
リ
ア
ン
の
主
張
に
対
し
て
、
才
能
あ
る
労
働
者
の
状
態
は
、

奴
隷
の
状
態
と
は
全
く
違
う
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
で
、
平
等
主
義

者
は
反
論
で
き
る
と
ホ
ワ
イ
ト
は
言
う
（W

hite 2007

： 91 -2

）。
た
と

え
ば
、
上
記
の
制
度
の
下
で
、
ど
の
程
度
働
く
か
に
関
し
て
は
、
才
能

あ
る
労
働
者
が
完
全
に
裁
量
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
し
、
彼
が

働
く
こ
と
を
選
択
す
る
な
ら
、
彼
の
稼
ぎ
は
一
定
の
率
で
課
税
さ
れ
る

だ
ろ
う
が
、
彼
は
何
時
間
働
く
か
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
し
、
も
ち
ろ

ん
全
く
働
か
な
い
こ
と
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
（
た
と
え
ば
、
彼
の
パ
ー

ト
ナ
ー
が
生
活
費
を
稼
ぐ
の
で
、
彼
が
家
に
い
る
こ
と
を
好
む
な
ら
、

そ
う
す
る
か
も
し
れ
な
い
）。
彼
は
職
業
選
択
の
完
全
な
自
由
を
有
し
て

お
り
、
あ
る
雇
用
主
の
た
め
に
働
き
た
く
な
い
な
ら
、
他
の
雇
用
主
と

の
仕
事
を
常
に
探
す
こ
と
も
で
き
る
し
、
自
分
で
事
業
を
し
よ
う
と
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
奴
隷
が
持
た
な
い
重
要
な
自

由
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
平
等
主
義
者
が
支
持
す
る
勤
労
所
得
課
税

は
、
才
能
の
あ
る
労
働
者
を
奴
隷
に
す
る
、
あ
る
い
は
、
そ
の
労
働
者

を
奴
隷
の
立
場
と
「
変
わ
り
が
な
い
」
立
場
に
置
く
と
い
う
リ
バ
タ
リ

ア
ン
の
主
張
は
、
不
合
理
と
思
わ
れ
る
、
と
ホ
ワ
イ
ト
は
Ｇ
・
Ａ
・
コ
ー

エ
ン
ら
を
引
用
し
な
が
ら
主
張
す
る
。

奴
隷
化
と
い
う
非
難
は
、
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
な
誇
張
で
あ
る
と
し

な
が
ら
も
、
ホ
ワ
イ
ト
は
、
リ
バ
タ
リ
ア
ン
の
言
い
分
に
も
一
理
は
あ

る
と
言
う
。
上
記
の
税
制
の
下
で
、
働
く
こ
と
を
選
択
す
る
才
能
の
あ

る
労
働
者
は
、
部
分
的
に
、
他
者
の
利
益
の
た
め
に
、
働
く
こ
と
に
な
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る
と
い
う
主
張
は
、
真
理
を
言
い
当
て
て
い
る
と
す
る
。
才
能
あ
る
労

働
者
に
は
自
分
の
利
益
の
た
め
だ
け
に
働
く
自
由
は
な
く
、
税
制
を
通
し

て
、
ま
る
で
引
き
具
で
つ
な
が
れ
た
よ
う
に
、
他
者
へ
つ
な
が
り
一
緒
に

引
っ
ぱ
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
に
は
、
検
討
を
要
す
る
と
す
る
。

こ
こ
で
は
、
ひ
と
つ
だ
け
コ
メ
ン
ト
を
述
べ
て
み
た
い
。
こ
の
よ
う

な
話
が
あ
る
。
あ
る
職
場
で
、
ほ
と
ん
ど
い
る
か
い
な
い
か
も
分
か
ら

な
い
ほ
ど
目
立
た
な
い
労
働
者
が
い
た
。
有
能
で
多
く
の
仕
事
を
こ
な

す
労
働
者
の
中
に
あ
っ
て
は
、
霞
ん
で
見
え
る
ほ
ど
で
あ
り
、
い
て
も

い
な
く
て
も
同
じ
だ
と
周
囲
か
ら
は
思
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
「
霞
ん
だ
労
働
者
」
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
職
場
の
雰
囲
気

が
変
わ
る
と
と
も
に
仕
事
が
ま
わ
ら
な
く
な
っ
た
。
実
は
、「
霞
ん
だ
労

働
者
」
は
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
役
割
は
、

色
々
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
「
ほ
っ
と
す
る
存
在
」
で
あ
っ
た
か
ら
か
も

し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
雑
用
を
こ
な
し
て
い
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

「
決
ま
り
き
っ
た
仕
事
、
低
い
技
術
の
職
務
を
遂
行
す
る
労
働
者
は
、
他

の
労
働
者
が
自
分
の
才
能
を
よ
り
生
産
的
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
助
け

て
い
る
。
比
較
的
生
産
的
な
役
割
に
従
事
す
る
人
々
は
、
比
較
的
生
産

性
の
低
い
役
割
に
従
事
し
て
い
る
人
々
が
い
る
お
陰
で
、
雑
用
に
時
間

を
費
や
す
必
要
が
な
く
、
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
大
企
業
の
管
理
職
が
、

も
し
電
話
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
ら
、
多
く
の
富
を
も
た
ら

す
取
引
に
集
中
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
省
察
は
、
社
会
に
お

け
る
才
能
や
役
割
の
多
様
性
か
ら
、
誰
も
が
利
益
を
得
る
方
法
の
真
価

を
認
め
る
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
」（A

nderson 1999

：326

）。
こ

の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
才
能
あ
る
有
能
な
労
働
者
と
、
才
能
の
な

い
労
働
者
と
い
う
単
純
な
区
分
が
、
意
味
を
持
た
な
く
な
ろ
う
。

４
．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
よ
る
運
の
平
等
主
義
批
判

	

４
．
１
．
運
の
平
等
主
義
的
世
界

運
の
平
等
主
義
が
徹
底
さ
れ
た
社
会
を
想
定
し
よ
う
と
、
ホ
ワ
イ
ト

は
切
り
出
す
（W

hite 2007

： 92 -3

）。
仕
事
熱
心
な
ア
ー
ノ
ル
ド
は
、

会
議
へ
行
く
た
め
に
車
を
と
ば
し
て
角
を
曲
が
り
、
事
故
に
あ
い
、
障

が
い
を
負
い
、
稼
動
で
き
な
く
な
っ
た
。
政
府
は
、
彼
が
被
る
不
利
は
、

彼
自
身
の
選
択
的
不
運
に
よ
る
も
の
と
主
張
し
て
、
援
助
を
拒
否
す
る
。

一
方
、
怠
惰
な
ベ
リ
ル
は
、
あ
る
日
パ
ブ
か
ら
の
帰
り
道
で
宝
く
じ
を

買
っ
た
と
こ
ろ
一
〇
〇
万
ポ
ン
ド
が
当
た
っ
た
。
政
府
は
、
彼
女
の
選

択
的
運
の
結
果
と
し
て
の
富
に
課
税
し
な
い
。
運
の
平
等
主
義
の
ユ
ー

ト
ピ
ア
（
あ
る
い
は
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
）
は
、
ベ
リ
ル
の
よ
う
な
宝
く
じ

長
者
と
、
ア
ー
ノ
ル
ド
の
よ
う
な
極
貧
の
障
が
い
者
が
い
る
社
会
で
あ
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る
、
と
ホ
ワ
イ
ト
は
言
う
。
運
の
平
等
主
義
は
、
著
し
い
経
済
的
不
平

等
を
許
容
し
、
そ
の
結
果
、
権
力
と
社
会
的
地
位
に
お
い
て
も
著
し
い

不
平
等
を
生
ん
で
し
ま
う
。

	

４
．
２
．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
よ
る
批
判

ホ
ワ
イ
ト
に
よ
る
と
、
運
の
平
等
主
義
に
対
し
て
は
、
正
し
い
方
法

4

4

4

4

4

で
平
等
主
義
で
は
な
い
と
い
う
批
判
が
な
さ
れ
て
き
た
（ibid

：93

）。

そ
の
急
先
鋒
が
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
ホ
ワ
イ
ト
に

よ
る
整
理
を
見
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、
ま
ず
、
選

択
的
不
運
に
よ
っ
て
不
利
を
被
る
人
々
に
対
す
る
、
運
の
平
等
主
義
者

の
態
度
を
批
判
す
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
運
の
平
等
主
義
者
は
、
選
択

的
不
運
の
被
害
者
で
あ
る
ア
ー
ノ
ル
ド
の
よ
う
な
障
が
い
者
を
、
社
会

が
援
助
す
る
義
務
は
た
い
へ
ん
限
ら
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
よ
る
と
、
あ
る
者
を
こ
の
よ
う
に
障
が
い
の
状
態
に

し
て
お
く
こ
と
を
、
正
義
は
許
容
し
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
は
、
そ
の

個
人
を
、
他
者
に
よ
る
抑
圧
や
、
搾
取
と
虐
待
を
、
ひ
ど
く
受
け
や
す

い
状
態
に
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

次
に
、
運
の
平
等
主
義
に
つ
い
て
の
問
題
を
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、

「
才
能
の
な
い
人
」（untalented

）
や
「
障
が
い
者
」（handicapped

）

を
、
品
位
を
傷
つ
け
る
方
法
で
扱
う
こ
と
だ
と
す
る
。
運
の
平
等
主
義

者
は
、
劣
っ
た
内
的
資
源
の
ゆ
え
に
補
償
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、

そ
の
補
償
を
す
る
態
度
は
す
べ
て
、
見
下
す
よ
う
な
哀
れ
み
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
表
現
し
が
ち
に
な
り
う
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
「
国
家
平
等
局
」

（State E
quality B

oard

）
が
、
劣
っ
た
内
的
資
源
し
か
持
た
な
い
人
々

へ
手
紙
を
送
り
、
補
償
を
届
け
る
理
由
を
説
明
す
る
場
面
を
想
定
す
る
。

想
定
上
の
手
紙
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
醜
く
、
社
会
的
に
不
様
な
人
へ
：

あ
な
た
は
周
り
の
人
々
に
た
い
へ
ん
嫌
わ
れ
る
の
で
、
誰
も
あ
な
た
の

友
達
や
生
涯
の
伴
侶
に
な
り
た
が
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
な
ん
と
も
悲

し
い
こ
と
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、
あ
な
た
の
友
達
や
結
婚
相
手
に
な
っ

て
、
埋
め
合
わ
せ
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
。
私
た
ち
に
は
、
交
際
の
自

由
が
あ
る
の
で
。
し
か
し
、
美
し
く
魅
力
的
な
私
た
ち
が
提
供
す
る
、
こ

れ
ら
の
物
質
的
な
財
を
消
費
す
る
こ
と
で
、
あ
な
た
は
惨
め
な
孤
独
な
状

態
に
あ
る
自
分
を
慰
め
る
こ
と
が
で
き
る
」（A

nderson 1999

：305

）。

ホ
ワ
イ
ト
に
よ
る
と
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
こ
こ
で
の
論
点
は
、
マ
イ

ケ
ル
・
ヤ
ン
グ
（M

ichael Young

）
の
メ
リ
ト
ク
ラ
シ
ー
批
評
を
想
起

さ
せ
る
も
の
で
あ
る
（W

hite 2007

： 93 -4

）。
ヤ
ン
グ
は
、
能
力
主
義

が
、
競
争
に
負
け
る
人
々
に
劣
等
感
を
植
え
つ
け
、
他
方
で
、
勝
つ
人

に
自
分
た
ち
は
本
質
的
に
優
れ
て
い
る
と
思
わ
せ
る
こ
と
で
、
地
位
の

平
等
を
掘
り
崩
す
と
主
張
す
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
も
、
運
の
平
等
主
義
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が
、
劣
っ
た
内
的
資
源
へ
の
補
償
と
い
う
説
明
を
す
る
こ
と
は
、
劣
等

と
優
越
の
態
度
を
生
み
、
そ
れ
ゆ
え
、
地
位
の
平
等
を
掘
り
崩
す
だ
ろ

う
と
述
べ
て
い
る
。

	

４
．
３
．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
平
等
論

ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
よ
る
運
の
平
等
主
義
に
対
す
る
代
替
案
で
は
、
経

済
的
平
等
の
問
題
を
、
社
会
的
平
等
と
政
治
的
平
等
へ
の
関
心
に
よ
っ

て
十
分
に
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
平
等
主

義
に
は
二
つ
の
中
心
的
目
標
が
あ
る
と
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
言
う
。
第
一

に
、
抑
圧
を
廃
止
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
抑
圧
と
は
、「
あ
る

人
々
が
、
他
者
を
支
配
、
搾
取
し
た
り
、
社
会
の
周
辺
的
な
地
位
に
追

い
や
っ
た
り
、
卑
し
め
た
り
、
暴
力
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
に
よ
る
社

会
的
な
関
係
の
形
態
で
あ
る
」（A

nderson 1999

：313
）。
第
二
に
、
民

主
主
義
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
す
べ
て
の
者
が
容
認
で
き
る
ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
平
等
な
者
た
ち
の
間

で
の
開
か
れ
た
議
論
に
よ
っ
て
、
集
合
的
な
決
定
」
が
な
さ
れ
る
社
会

の
形
成
で
あ
る
（ibid

：313

）。
こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、

抑
圧
的
な
社
会
関
係
を
な
く
し
、
政
治
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
資
源

へ
常
に
人
々
が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
し
な
が
ら
、
政
府
は

所
得
と
富
の
分
配
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
所
得
と
富
の

平
等
は
、
そ
れ
自
体
が
目
標
で
は
な
い
。
抑
圧
を
避
け
、
民
主
政
治
に

完
全
に
す
べ
て
の
者
が
参
加
で
き
る
こ
と
を
確
実
に
す
る
の
に
必
要
で

あ
る
程
度
の
平
等
の
み
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
障

が
い
者
、
ゲ
イ
、
レ
ズ
ビ
ア
ン
と
い
っ
た
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
集
団
に
対
す

る
社
会
の
態
度
を
変
え
る
こ
と
も
要
求
さ
れ
る
（ibid

：320

）。

こ
の
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
経
済
的
平
等
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
、
ホ
ワ
イ

ト
は
、「
地
位－

権
力
ア
プ
ロ
ー
チ
」（the status-pow

er approach

）

と
呼
び
、
以
下
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
（W

hite 2007

： 94 -5

）。
そ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
経
済
的
不
平
等
を
、
も
っ
ぱ
ら
地
位
と
権
力
（
個

人
的
な
関
係
に
お
け
る
権
力
と
政
治
過
程
に
お
け
る
権
力
の
両
方
）
に

お
け
る
不
平
等
の
問
題
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
か
ら
な

さ
れ
る
。
経
済
的
平
等
へ
の
地
位－

権
力
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
政
治
思
想

に
お
い
て
長
い
歴
史
を
有
す
る
。
た
と
え
ば
、
政
治
領
域
に
お
け
る
平

等
を
確
保
す
る
た
め
に
、
経
済
的
不
平
等
は
緩
和
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
主
張
は
、
市
民
的
共
和
主
義
に
お
い
て
中
心
的
な
主
張
で

あ
る
。『
社
会
契
約
論
』（D

u C
ontrat Social

）
に
お
い
て
ジ
ャ
ン=

ジ
ャ
ッ
ク
・
ル
ソ
ー
（Jean-Jacques R

ousseau

）
は
、
経
済
的
不
平

等
が
、
政
治
的
平
等
を
脅
か
す
不
安
定
な
状
態
を
う
み
だ
す
だ
ろ
う
と

述
べ
た
（R

ousseau 1994  ［1762

］：87

＝
八
一
）。
経
済
的
不
平
等
は
、

地
位
の
平
等
を
脅
か
す
の
で
、
経
済
的
不
平
等
を
緩
和
す
べ
き
だ
と
い
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う
議
論
は
、
Ｒ
・
Ｈ
・
ト
ー
ニ
ー
（R

ichard H
. Taw

ney

）
な
ど
の
イ

ギ
リ
ス
の
社
会
主
義
思
想
家
に
も
み
ら
れ
る
議
論
で
あ
る
。

	

４
．
４
．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
対
す
る
応
答

最
後
に
、
ホ
ワ
イ
ト
は
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
対
し
て
運
の
平
等
主
義

者
が
ど
の
よ
う
に
応
答
し
う
る
か
を
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（W

hite 

2007

： 95 -7

）。
第
一
に
、
運
の
平
等
主
義
者
の
立
場
を
、
ア
ン
ダ
ー
ソ

ン
が
正
確
に
理
解
し
て
い
る
か
を
問
題
に
す
る
。
例
え
ば
、
ド
ゥ
オ
ー

キ
ン
の
よ
う
な
運
の
平
等
主
義
者
が
、
必
ず
し
も
、
内
的
資
源
に
対
す

る
金
銭
補
償
の
提
供
だ
け
で
対
応
す
る
つ
も
り
な
の
か
は
、
明
ら
か
で

な
い
と
す
る
。「
障
が
い
」
を
も
つ
人
は
、
偏
見
と
闘
い
社
会
に
統
合
さ

れ
る
た
め
の
手
段
を
得
る
よ
り
も
む
し
ろ
、
金
銭
補
償
を
受
け
と
る
べ

き
だ
と
は
、
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
ら
は
言
っ
て
い
な
い
。
仮
想
保
険
市
場
に

お
い
て
人
々
が
購
入
す
る
保
険
は
、
単
に
狭
い
補
償
と
い
う
種
類
の
手

段
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
こ
の
統
合
の
手
段
を
含
む
と
理
解
さ
れ
う

る
。
さ
ら
に
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
、
障
が
い
を
持
つ
人
々
を
社
会
統
合

す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
の
は
正
し
い
が
、
資
源
が
稀
少
で
あ
る
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
社
会
が
ど
れ
く
ら
い
の
費
用
を
か
け
る
の
か
と
い
う
、
難

し
い
問
題
が
あ
る
。
ド
ゥ
オ
ー
キ
ン
の
仮
想
保
険
市
場
の
よ
う
な
思
考

実
験
こ
そ
が
、
社
会
が
統
合
の
政
策
に
い
く
ら
費
や
す
こ
と
が
公
正
か

に
つ
い
て
の
難
し
い
問
題
を
理
解
す
る
助
け
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
、

ホ
ワ
イ
ト
は
言
う
。

第
二
に
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
異
議
は
、
運
の
平
等
主
義
が
画
す
る
区

別
を
完
全
に
無
視
し
て
し
ま
う
と
、
ホ
ワ
イ
ト
は
言
う
。
地
位
の
平
等

は
、
勤
勉
な
市
民
の
集
団
が
、
働
く
こ
と
が
で
き
る
の
に
働
か
な
い
こ

と
を
選
択
す
る
他
者
を
、
継
続
的
に
援
助
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
る
と

い
う
配
置
に
よ
っ
て
、
掘
り
崩
さ
れ
て
し
ま
う
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
自
身
、

こ
の
よ
う
な
援
助
は
、
労
働
を
条
件
と
し
て
為
し
う
る
と
い
う
こ
と
を

認
め
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
彼
女
の
運
の
平
等
主
義
に
対
す
る
代
替
案

は
、
運
の
平
等
主
義
の
社
会
政
策
と
さ
ほ
ど
違
わ
な
い
も
の
と
な
る
と
、

ホ
ワ
イ
ト
は
言
う
。

第
三
に
、
地
位
と
権
力
の
不
平
等
へ
の
経
済
的
不
平
等
の
影
響
が
、

道
徳
的
に
重
要
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
の
特
定
の
影
響
の
み
が
重
要
と

考
え
る
べ
き
か
は
疑
問
だ
と
、
ホ
ワ
イ
ト
は
指
摘
す
る
。
所
得
と
富
の

不
平
等
は
、
そ
れ
自
体
、
正
義
の
問
題
と
し
て
み
な
す
べ
き
多
数
の
仕

方
で
、
ラ
イ
フ
・
チ
ャ
ン
ス
（life chances

）
に
影
響
を
与
え
る
も
の

で
あ
り
、
地
位
と
権
力
の
不
平
等
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
限
る
の
み
と
い

う
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
地
位－

権
力
ア
プ
ロ
ー
チ
を

十
分
な
も
の
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
ず
、
何
が
所
得
と
富
の
公
正
な
分

配
に
寄
与
す
る
か
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
、
運
の
平
等
主
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義
の
よ
う
な
、
他
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
点
は
、
運
の
平
等
主
義
を
完
全
に
退
け

る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
に
す
ぎ
ず
、
運
の
平
等
主

義
に
も
問
題
が
残
る
。
ホ
ワ
イ
ト
は
、
お
そ
ら
く
、
両
見
解
の
平
衡
を

保
た
せ
な
が
ら
統
合
す
る
よ
う
な
理
論
が
発
見
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

と
言
う
。
あ
る
い
は
、
両
者
の
緊
張
関
係
か
ら
生
じ
る
論
点
を
受
容
し
、

こ
の
緊
張
関
係
が
与
え
る
難
し
い
選
択
に
公
平
に
取
り
組
む
た
め
に
、

両
者
の
見
方
を
受
け
入
れ
る
よ
う
、
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
締
め
く
く
る
。

お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
、
運
の
平
等
主
義
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
何
を
平
等
の
対

象
に
す
る
か
、
つ
ま
り
何
を
平
等
に
す
る
か
を
め
ぐ
る
議
論
と
言
え
よ

う
。
こ
の
議
論
は
、
今
後
も
、
何
が
最
も
望
ま
し
い
平
等
の
あ
り
方
な

の
か
に
つ
い
て
、
唯
一
の
完
全
な
解
答
を
見
出
さ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

ホ
ワ
イ
ト
の
言
う
、
運
の
平
等
主
義
と
そ
の
批
判
理
論
と
の
平
衡
を
保

た
せ
な
が
ら
統
合
す
る
よ
う
な
理
論
を
見
出
す
こ
と
は
、
果
て
し
な
い

探
求
で
あ
る
。
今
後
の
さ
ら
な
る
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。

参
考
文
献

A
nderson, E

lizabeth, 1999  “W
hat is the Point of E

quality? ,” E
thics 109 .

C
ham

bers, C
lare, 2008  “A

ssessing E
quality,” R

es P
ublica.

C
ohen, G

. A
., 1989  “O

n the C
urrency of E

galitarian Justice,” E
thics 99 .

D
w

orkin, R
onald, 2000  Sovereign Virtue: T

he T
heory and P

ractice of 

E
quality, H

arvard U
P. ［

小
林
公
・
大
江
洋
・
高
橋
秀
治
・
高
橋
文
彦
訳　

二
〇
〇
二
年　
『
平
等
と
は
何
か
』　
木
鐸
社
］。

N
ozick, R

obert, 1974  A
narchy, State, and U

topia, B
asic B

ooks. ［
嶋
津
格

訳　
二
〇
〇
四
年　
『
ア
ナ
ー
キ
ー
・
国
家
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
』　
木
鐸
社
］。

M
uñoz, C

ristian P
érez, 2008  “E

quality by Stuart W
hite,” C

anadian 

Journal of Political Science 41 .
R

ousseau, Jean-Jacques, translated by C
hristopher B

etts, 1994  ［1762

］ 
T

he Social C
ontract, O

xford U
P.　

［
作
田
啓
一
訳　
二
〇
一
〇
年　
『
社

会
契
約
論
』　
白
水
社
］。

Sen A
m

artya, 1992  Inequality R
eexam

ined, O
xford U

P. ［
池
本
幸
生
・
野

上
裕
生
・
佐
藤
仁
訳　
一
九
九
九
年　
『
不
平
等
の
再
検
討
』
岩
波
書
店
］。

W
hite, Stuart, 2007  E

quality, Polity.

細
見
佳
子　

二
〇
一
一　
「
民
主
主
義
的
平
等
論
の
可
能
性
―
Ｅ
・
ア
ン

ダ
ー
ソ
ン
の
『
平
等
論
の
論
点
は
何
か
』」　
九
大
法
学
第
一
〇
三
号
。


